
 

 

シンポジウム 2-3（歯周治療・形成外科） 
 

ペリオドンタルマイクロサージェリーの真実 
 

松川	 敏久 
松川歯科クリニック（奈良県） 

 
 
 
 
	 近年、歯周外科治療は緻密な精度が求められてきておりマイクロスコープ下での治療が注目

されてきている。口蓋側結合組織採取や縫合などはマイクロスコープ下での処置を行うことに

より、痛みを少なくし早期治癒を可能とする。治療予後は良好で外科的侵襲も少ないと考える。

今回は、C.G.T（conneective tissue graft）を中心に形成外科症例などを紹介したい。 
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